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ONE TEAM（ワンチーム）
～同じじゃないから，強いんだ～

校 長 横 峯 健

１月はいく月，２月はにげる月，３月はさる月と言いますが，本当に早いも

ので，１月もあっという間に終わろうとしています。25日（水）は，大雪が予

想され心配していましたが，学校に大きな被害等もなく胸をなで下ろして

います。また，コロナだけでなく，インフルエンザも流行し始めていますの

で，学校でも感染の拡大防止に努めてまいります。本年も昨年同様，御支

援，御協力のほど，よろしくお願いいたします。

突然ですが，私の趣味はスポーツ観戦です。ジャンルは問わず，勝利を目指し懸命に取り組む
選手の姿を見ながら，胸躍らせています。今年も大きなイベントが目白押しです。３月には野球
のWBC（ワールド・ベースボール・クラシック）が，10月には「燃ゆる感動かごしま国体」が開催さ
れ，志布志市では，サッカー競技（成年男子），デモンストレーションスポーツとして，歴史探訪ウ
オーキング（５月開催）が行われます。間近に選手を見ることができるので，今から楽しみです。
また，９月にはラグビーのワールドカップがフランスで開催されます。４年前に日本で開催さ

れ，「ワンチーム」，「にわかファン」，「ジャッカル」など，その年の流行語大賞候補に選ばれるほ
ど，多くの人々に感動を与えてくれました。勝利のためにたくさんのことを犠牲にして練習に
取り組んできた選手の姿。選ばれなかった選手もチームを支えるスタッフもひとつになり試合
へ臨む姿。他国を心から応援する日本人の姿。試合内容はもちろんのこと日本の素晴らしさを
感じる大会でした。

私は試合内容もさることながら，試合以上に心に残ったものがありました。試合の合間に放
映された普段より長い６０秒のＣＭです。そのＣＭは，体格が大きくて力はあるが足の遅い男の
子と，足は速いが背の低い男の子が，小さい頃から他人と違うところにコンプレックスを抱き，
そのコンプレックスを解消しようと努力しているところから始まります。そんな２人が同じ高校，
同じラグビー部に所属し，一人一人の長所を生かせることに気づき，「この僕が僕なんだ」「僕
にしかできないことがあるんだ」とコンプレックスを無くそうとするのではなく，他人と違う長
所を発揮できる場所があることに気づき，自信を付けていくというストーリーです。このことは
集団で生活している学校にとって，大きな教訓のように感じます。
子どもは十人十色。一人一人が違い，よさもあれば欠点もあります。もっと子どものよさに目

を向けながら，職員，保護者，地域とともに「ワンチーム」となり学校経営に取り組んでいけたら
と思います。
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２月の行事予定
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４年生半成人式（１/１９）
４年生の子供たちが１月19日に半成人式を行いまし

た。一人一人舞台の上で将来の夢を書いた習字を掲げな

がら，立派に発表することができました。その後に保護

者の方に子供たちが書いた手紙を手渡しして，これまで

育てていただいた感謝の気持ちを伝えました。保護者の

方々も子供たちへお手紙を渡していましたが，みんな感

極まった様子が見られました。これから高学年になる子

供たちですが，半成人式をきっかけにして，自分の将来

に向けて努力していって欲しいと思います。素晴らしい

式になりました。

志布志中入学説明会（１/24）
新型コロナウイルス感染予防のため布志中学校の入学説明

会を本校で行いました。中学校の先生方が３名来校され，中

学校の紹介をしていただきました。小学校と中学校の違いや

部活動の紹介・中学校までの通学の仕方等を子供たちもおう
ちの方と一緒に一生懸命聞いていました。6年生もいよいよ中

学校に進学するんだという気持ちが出てきたと思います。

高学年の発表会（１/１９） 命の大切さ実感する学習（１/26）
高学年の学級で子供たちが総合的な学習 １年２組の道徳の時間に「命の大切さを実

の時間にそれぞれ調べたことを発表しまし 感する授業」を実施しました。保護者の方に

た。保護者の方も見守る中，緊張したかと 生まれたときから今まで病気やけがをして心

おもいますが，それぞれ工夫しながら，し 配したことやうれしかったことを話していた

っかりと発表することができました。みん きました。小さ

な前で発表で い頃の写真も見

きて子供たち せていただき，

も自信がつい 子供どもたちも

たのではない 命の大切さを実

かと思います。 感したことと思

います。
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